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「品質向上」「安全向上」を旗印に事業を展開
　　　　　　　　新本社移転を機にさらなる飛躍を誓う

今月のトピックス
特

集

　大網白里市に本社を構え、設立以来 15 年にわたり社業を展開してきたアイ・ティー物流㈱（田中仁一代表取締役）。同社はこれまで、
「品質向上」と「安全向上」を大切にしながら事業を展開。その結果、荷主企業や同社と交流のある同業他社、そして周りにいる従業
員たちに支えられながら、業容を拡大してきた。
　昨年には新本社営業所への移転を果たしたとともに、従業員の福利厚生充実に向けた取り組みも加速。今後のさらなる飛躍に向けて
チャレンジを続けている。

　アイ・ティー物流㈱は、電子部品の輸送のほか、石油化学製品や亜
鉛メッキの加工品、また風力発電設備の輸送などを手がけている運送
会社である。特に、風力発電設備については、海外から輸入した設備
を東京港から大網白里市の本社営業所に輸送し、本社営業所に隣接す
る自家倉庫でメンテナンスを行った上で設置場所まで輸送、そして据
え付けまでをトータルで請け負っている。
　同社は平成 19 年に田中社長によって設立された。田中社長は、タ
イヤメーカーや家電量販店などで勤めた後、高校時代の先輩に誘われ
て運送会社に入社。その後、家電量販店勤務時の知人がいた別の運送
会社に転籍し、家電製品の輸送にあたっていた。
　その後もいくつかの運送会社を渡り歩いたが、その間に田中社長は
乗務中、事故に遭遇した際に負傷し、一時意識不明の状態に陥ったと
いう。
　また、田中社長の知人が社長を務めていた他の運送会社でも、その
社長が手塩にかけて育てていたドライバーが転落事故によって命を落
としたということがあった。事故後、知人の社長は悲嘆に暮れる中で、
運送会社を閉じる決断に追い込まれたという。
　田中社長のこうした経験は、「事故防止対策強化」という同社の方針
に大きく影響しているという。
　同社では、毎月第３土曜日に開催している「安全衛生委員会」にお
いて安全指導を実施。外部コンサルタントを活用し、「自動車運送事業
者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針」で定めら
れた 12 項目について、レジュメをもとにドライバーに指導を行うほか、
同業他社のドライブレコーダーで撮影された動画を活用してのヒヤリ
ハット事例研究を行っている。また、今年１月には、平成 11 年に発
生した東名高速道路でのトラックによる飲酒運転事故に関する VTR を
ドライバーに見てもらった上で、「トラックドライバーとして飲酒をど
のように考えるか」、「事故を起こしてしまった時にどのような対応を
取るべきか」、「事故を未然に防ぐために、自らの健康づくりについてど
う取り組んでいるか」など、感想文を書いて提出させたという。
　「当社では、お客様に対して質の高い輸送サービスの提供していくた
めに、『品質向上』と『安全向上』への取り組みを続けてきました。『品

■安全指導と実務を通じ事故防止に繋げる
　　　「働き方改革」「情報発信強化」にも取り組む

質向上』により、わが社のサービスがお客様に
とって心地よく美しいものと感じられるように
なります。また『安全向上』により、わが社
の事故防止への取り組みがお客様から正しいも
のと評価していただけるようになります。『ト
ラックによる悲惨な交通事故を少しでも減らし
たい』、そして『お客様から当社の輸送サービ
スを評価していただきたい』との思いから、『品
質向上』『安全向上』に主眼を置き、指導に力
を入れています」（田中社長）
　事故防止に向けた田中社長の考えは、新人ド
ライバーの初任教育にも強く反映されている。
同社では、新人ドライバーが入社してから２か
月間は、単独での乗務をさせないようにしてい
る。その理由として、同社の運行はフリースポット便が中心で、運行ルー
トや客先での作業の進め方が毎日変わってくるため、習熟に時間をか
けなければならないこともあるが、「安全輸送を実現させるために必要
なスキルや知識は、現場での実務を通して身に付けていく必要がある」
との田中社長の考えもある。
　例えば、坂道発進が苦手な新人ドライバーには、坂道発進が問題な
くできるようになるまで練習してもらう。また、チェーンを巻いたこ
とのない新人ドライバーに対しては、わざとチェーンの巻きにくい場
所で装着の練習をさせ、突然の降雪などの際にも即座にチェーンを巻
くことができるように指導を徹底している。
　さて、田中社長は 30 歳を目前にして、出身地である横浜市から東
金市に引っ越し、近隣の運送会社に就職。既に運行管理者資格を取得
していた田中社長は、同社で配車マンとして経験を積み重ね、平成 19
年に 43 歳で独立開業。大網白里市内（当時は大網白里町）の一軒家
を借り、アイ・ティー物流㈱としての営業を開始した。
　創業当時は田中社長を含めてメンバーは３人、保有台数も３台とい
う規模であったが、田中社長はこれまで培ってきた経験を武器に敏腕
を振るい、開業９か月後には 20 台ほどにまで車両台数が増えるとと

青い車体が印象的な同社の大型トラックと田中社長

田中　仁一　代表取締役
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もに、従業員の数も増えていった。
　その後、同社では茂原市内に茂原車庫を設置。業容拡大に合わせて、
車庫の敷地面積は当初の 300 坪から現在の 800 坪まで広がった。ま
た、安全性優良事業所（G マーク事業所）認定を取得し、事故防止へ
の取り組みを一層強化していった。さらに、昨年には JR 外房線永田
駅のほど近くに本社機能を移転。現在は本社営業所の機能強化を図る
ため、敷地内に自家倉庫を新たに建設している。
　「一時期、開業当時の本社営業所から市内にある自宅に本社機能を移
したことがありましたが、手狭だったため、移転を検討していました。
昨年、当社にとってちょうどよい規模感の物件が見つかったため、移
転を決めました。新社屋への移転で従業員にとって働きやすい環境が
整ったことで、当社における仕事の流れが一気に変わりました」（同）
　同社では、従業員の福利厚生充実に関する取り組みも進めている。
令和２年には、男性従業員の育児休業制度を導入。妻が出産を控えた
ドライバーが３か月間育児休業を取得し、夫婦で協力して子育てに取
り組んだ。
　「男性従業員が育児休業を取得できるようにしたことで、『会社は、
従業員とその家族のことを大切に思っている』というメッセージの発
信に繋げることができました。ただ、周りの従業員に遠慮して育児休
業を取らない人も少なくなく、取得者はまだ１人に留まっています。
当社としては、今後どのように取得促進を進めていくかが、今後の課
題です」（同）
　また、同社では就業規則の改定を行い、完全週休２日制の導入にも
取り組んでいる。完全週休２日制導入前までは、同社では１日７時間
労働制で週６日勤務（週 42 時間）を基本としていた。それを、「勤
務日にはしっかり働き、週２日休めるように」との田中社長の考えで、
１日８時間労働制で週５日勤務（週 40 時間）に変更した。それに併
せて、給与制度の見直しを行った。
　なお、同社の場合、日曜日は業務がない一方で、土曜日には少なか
らずの業務が発生する。
　また、昨今の新型コロナウイルス感染症流行拡大の影響で、ドライ
バーが突発的に乗務に入ることのできないような事態も想定される。
同社では、これまで毎日大井ふ頭まで、大型トラック２台を運行して
いた。そのうちの１台はレギュラー運行に、もう１台はスポット運行

に当たっていた。同社では、スポット運行を取りやめ、運行に当たっ
ていたドライバーを予備要員に位置付けた。予備要員のドライバーは
１週間、本社営業所内で運行管理などの内勤業務にあたったり、倉庫
での風力発電設備のメンテナンスなどを手伝いながら、出勤するドラ
イバーの数が少なくなる土曜日や、突発的なドライバーの欠勤があっ
た際に乗務に就く。このように、同社では運行体制の見直しを行うこ
とで予備要員の確保を進め、「休みを取りやすい職場」への改善を進め
ている。
　事故防止、働き方改革とともに同社が力を入れているのが、「同業他
社とのネットワークの構築」である。
　同社では、日本貨物運送協同組合連合会が提供している WebKIT の
活用を進めている。近年では、加盟している首都圏キット利用協同組
合の中でも同社は成約件数上位を占めており、同社が構築してきた高
いネットワーク力が活かされていると言えるだろう。
　同社では 10 年以上前から、同社ホームページと SNS をリンクさ
せており、SNS を通じて同社の最新情報を発信している。また、社長
名義の YouTube 動画は 11 万回再生を達成するなど、情報発信力強
化を進めている。
　さらに、５年ほど前に放送されたテレビ番組で同社のトラックが使
用されたことで、一気に人脈の幅が広がったとともに、仕事の幅も広
がり、同社の業容のさらなる拡大に大きく貢献したという。
　「当社がここまで来ることができたのも、これまで関わって下さった
業界関係者の皆様方のお力添えがあったからこそと考えています。皆
様方からいただいたご恩を少しでもお返しするために、今後も社業に
邁進していきたいと考えております。また、私は現在山武支部の副支
部長を務めていますが、支部青年部会では平成４年から、ボランティ
ア活動として東金市内の国道 126 号および東金市役所周辺の清掃活動
を実施しています。当社も支部会員の皆様方と一緒に、清掃活動に参
加してきました。公共の財産である道路を使わせていただいて事業を
展開しているトラック運送事業者として、地域貢献活動は欠かすこと
のできない活動だと考えています。当社としては、引き続き『品質向上』

『安全向上』に注力するとともに、同業他社の皆様や地域の皆様との交
流も大事にしながら、引き続き事業を展開していきたいと考えていま
す」（同）

　田中社長は高校生の頃、富士スピードウェイで開催されてい
たオートバイの大会「FNGC（富士ナショナルグランドカップ
レース）」に出場したことがあるという。
　社会人になってからはしばらくオートバイに乗る機会がな
かったが、近年になって再びバイク熱が高まり、かつてスズキ
が製造販売していたオートバイ「GSX400 インパルス」を手
に入れた。
　「『GSX400 インパルス』は 4 気筒エンジンを搭載し、エ
ンジン音が大きいのが特徴です。また、排気ガスの香りがたま
りません。休みになると従業員とともに館山などにツーリング
に行ったりしています」（同）

企業プロフィール
アイ・ティー物流株式会社
代表取締役　田中　仁一
本社　千葉県大網白里市永田 204-1
従業員　29 人（ドライバー 26 人）
台数　30 台

■高校生時代にはレースにも出場
　　　　　憧れのバイクを手に入れてツーリングへ

　同社では昨年、JR 外房線永田駅近
くに本社営業所を移転した

　「安全向上」への取り組みに磨き
をかけている同社は、点呼にも力
を入れている

　広く快適な新オフィスへの移転
は、従業員の執務環境改善に効果
があったという

愛車のスズキ「GSX400 インパルス」
を前に、笑顔を見せる田中社長
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